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【
凡
例
】

一
　
本
訳
注
は
、
王
畿
『
龍
谿
王
先
生
全
集
』
巻
十
三
（
序
類
）
の
訳
注
で
あ
る
。

二
　
底
本
は
万
暦
十
六
年
蕭
良
幹
刊
『
龍
谿
王
先
生
全
集
』
二
十
巻
（
四
庫
全
書
存
目
叢
書
所
収
）
を
用
い
る
。
校
勘
に
は
、
万
暦
四
十
七
年
丁
賓
刊
『
龍
谿
王

先
生
全
集
』
二
十
二
巻
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
を
用
い
、
注
記
の
際
は
「
重
刊
丁
賓
本
」
の
略
称
を
用
い
た
。

三
　
本
稿
の
構
成
は
【
原
文
】【
校
勘
】【
訓
読
訳
】【
現
代
語
訳
】【
語
釈
】
の
順
に
構
成
さ
れ
る
。
な
お
、必
要
が
あ
っ
て
補
説
や
資
料
を
加
え
る
際
に
は
、【
語

釈
】
の
あ
と
に
加
え
る
こ
と
に
し
た
。

四
　
原
文
に
は
、
語
釈
に
対
応
す
る
番
号
を
右
傍
に
附
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
文
意
や
理
解
を
助
け
る
た
め
に
訳
者
が
補
っ
た
言
葉
は
（
　 

）
で
示
し
た
。

「
①精

選
史
記
漢
書
序
」
序

【
原
文
】

嘗
聞
之
、
②古

文
之
與
時
文
、
其
體
裁
相
去
若
甚
遠
、
而
其
間
同
異
之
機
、
不
能
以
寸
。
要
皆
於
③虚

明
一
竅
發
之
、
非
明
者
莫
能
辨
也
。
故
曰
、

『
龍
谿
王
先
生
全
集
』
巻
一
三
訳
注
（
五
）

二
松
学
舎
大
学
宋
明
資
料
輪
読
会
王
龍
溪
班

田
中
正
樹
・
山
路
裕
・
佐
々
木
正
清
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「
④師

其
意
、
不
師
其
辭
」。
吾
有
取
焉
爾
。
讀
者
悟
夫
作
者
之
意
、
而
⑤不

失
其
用
虚
稽
實
、
紆
徐
縱
閉
變
化
之
態
、
時
文
猶
古
文
也
。
不
得
其
意

而
徒
辭
之
徇
、
句
句
而
研
之
、
字
字
而
校
之
、
摸
擬
摘
實
、
如
⑥優

人
之
學
孫
叔
敖
、
適
足
以
來
明
者
之
一
噱
而
已
。

予
友
荊
川
子
嘗
讀
『
史
』・『
漢
書
』、
取
其
體
裁
之
精
且
變
者
數
十
篇
、
批
抹
點
裁
、
以
為
藝
文
之
則
。
夫
⑦子

長
法
『
國
語
』・『
左
傳
』、
孟

堅
法
『
史
記
』、
固
也
。
然
其
文
皆
自
為
機
軸
、
而
不
相
沿
襲
、
殆
師
其
意
者
非
耶
。
⑧子

長
之
文
博
而
肆
、
孟
堅
之
文
率
而
整
。
方
之
武
事
、

子
長
如
老
将
用
兵
、
縱
横
蕩
恣
、
若
不
可
羈
、
而
自
中
於
律
。
孟
堅
則
遊
奇
布
置
、
不
爽
尺
寸
、
而
部
勒
雍
容
、
密
而
不
煩
、
制
而
不
迫
、
有

儒
将
之
風
焉
。
要
之
、
子
長
得
其
大
、
孟
堅
得
其
精
、
皆
古
文
絶
藝
也
。
荊
川
子
是
編
、
自
謂
深
得
班
馬
之
髄
、
而
於
『
漢
書
』
尤
精
、
蓋
所

謂
得
其
竅
者
也
。

昔
有
關
中
士
人
嘗
持
所
作
、
請
證
於
陽
明
先
師
。
先
師
謂
曰
、「
⑨某

篇
似
『
繫
辭
』、
某
篇
似
『
周
誥
』、
某
篇
似
『
檀
弓
』、
某
篇
絶
似
『
穀

梁
』」。
其
人
甚
喜
、
因
諭
之
曰
、「
十
歲
童
子
作
老
人
相
、
挂
杖
曳
履
、
咳
唾
傴
僂
、
非
不
儼
然
似
也
。
而
見
者
笑
之
。
何
者
、
以
其
非
真
老

人
也
。
苟
使
童
子
飭
衿
肅
履
、
拱
立
以
介
乎
其
間
、
人
自
竦
然
、
不
敢
以
幼
忽
之
。
何
者
、
以
其
真
童
子
也
」。
嘗
以
語
荊
川
子
、
荊
川
深
頜
之
、

謂
可
以
為
作
文
者
之
法
。
且
夫
天
下
萬
事
、
未
有
不
従
虚
明
一
竅
中
出
而
能
得
其
精
者
也
。
因
述
所
聞
、
而
為
之
序
其
端
。
　

【
校
勘
記
】　

　
異
同
な
し
。

　
な
お
本
序
文
は
、
原
序
が
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
荊
川
先
生
精
選
批
点
史
記
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
参
考
に
資
す
る
た
め
原
序

と
の
異
同
を
左
に
示
す
。
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・
精
選
史
記
漢
書
序
　
原
序
は
「
荊
川
批
點
精
選
史
漢
書
序
」
に
作
る
。

・
摸
擬
摘
實
　
原
序
は
「
摸
擬
摘
拾
」
に
作
る
。

・
批
抹
點
裁
　
原
序
は
「
批
抹
點
截
」
に
作
る
。

・
於
『
漢
書
』
尤
精
蓋
　
原
序
は
こ
の
後
に
「
荊
川
子
邃
於
時
文
而
復
悟
通
於
古
文
」
と
あ
り
。

・
請
證
於
陽
明
先
師
　
原
序
は
「
陽
明
」
の
二
字
な
し
。

・
因
諭
之
曰
　
原
序
は
「
因
喻
之
曰
」
に
作
る
。

・
以
其
非
真
老
人
也
　
原
序
は
「
以
非
其
真
老
人
也
」
に
作
る
。

・
嘗
以
語
荊
川
子
　
原
序
は
「
嘗
以
語
於
荊
川
子
」
に
作
る
。

・
能
得
其
精
者
也
　
原
序
は
こ
の
後
に
「
督
府
梅
林
公
取
刻
是
編
以
示
學
者
而
屬
言
於
予
姑
述
其
所
聞
若
是
人
見
公
揮
戈
講
藝
若
爲
二
事
而
不

知
鑑
別
兩
家
之
奇
正
如
辨
蒼
素
有
深
慨
焉
固
玅
悟
兵
機
之
遺
也
學
者
能
于
古
文
悟
通
於
時
文
且
黙
識
所
謂
虚
明
一
竅
爲
何
物
則
可
以
進
於

藝
矣
此
固
公
所
欲
示
之
微
意
也
　
山
陰
龍
渓
王
畿
書
」
と
あ
り
。

【
訓
読
文
】　

嘗
て
之
れ
を
聞
く
、
古
文
と
時
文
と
は
、
其
の
體
裁 

相
ひ
去
る
こ
と
甚
だ
遠
き
が
若
き
も
、
而
も
其
の
間
の
同
異
の
機
は
、
寸
を
以
て
す

る
能
は
ず
。
要
は
皆
な
虚
明
一
竅
に
於
い
て
之
れ
を
發
す
る
に
て
、
明
あ
る
者
に
非
ず
ん
ば
能
く
辨
ず
る
こ
と
莫
き
な
り
。
故
に
曰
は
く
、「
其

の
意
を
師
と
し
て
、
其
の
辭
を
師
と
せ
ず
」
と
。
吾
れ
焉
に
取
る
こ
と
有
る
の
み
。
讀
む
者 

夫
の
作
者
の
意
を
悟
り
て
、
其
の 

虚
を
用
ひ
て

實
を
稽
へ
、
紆
徐
縱
閉
の
變
化
の
態
を
失
は
ず
ん
ば
、
時
文
も
猶
ほ
古
文
の
ご
と
き
な
り
。
其
の
意
を
得
ず
し
て
徒
ら
に
辭
に
の
み
之
れ
徇

し
た
が

ひ
、
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句
句
に
し
て
之
れ
を
研
き
、
字
字
に
し
て
之
れ
を
校く

ら

べ
、
摸
擬
し
て
實
を
摘
る
こ
と
、
優
人
の 

孫
叔
敖
を
學
ぶ
が
如
き
は
、
適
に
以
て
明
あ

る
者
の
一
噱
を
來
す
に
足
る
の
み
。

予
の
友
荊
川
子 

嘗
て
『
史
』・『
漢
書
』
を
讀
み
て
、
其
の
體
裁
の
精
に
し
て
且
つ
變
な
る
者
數
十
篇
を
取
り
、
批
抹
點
裁
し
、
以
て
藝
文

の
則
と
為
す
。
夫
れ
子
長
の 

『
國
語
』・『
左
傳
』
に
法
り
、
孟
堅
の 

『
史
記
』
に
法
る
は
、
固

ま
こ
と

な
り
。
然
れ
ど
も
其
の
文
は
皆
な
自
ら
機
軸

を
為
し
て
、
相
ひ
沿
襲
せ
ざ
る
は
、
殆
ど
其
の
意
を
師
と
す
る
者
か
非
な
る
や
。
子
長
の
文
は
博
に
し
て
肆
、
孟
堅
の
文
は
率
に
し
て
整
。
之

れ
を
武
事
に
方く

ら

ぶ
れ
ば
、
子
長
は
老
将
の 

兵
を
用
ふ
る
が
如
く
、
縱
横
蕩
恣
に
し
て
、
羈
す
可
か
ら
ざ
る
も
、
而
も
自

お
の
づ
か

ら
律
に
中あ

た

る
が
若
し
。

孟
堅
は
則
ち
遊
奇
の
布
置
も
、
尺
寸
に
爽た

が

は
ざ
る
に
、
而
も
部
勒 

雍
容
た
り
て
、
密
に
し
て
煩
な
ら
ず
、
制
し
て
迫
ら
ず
、
儒
将
の
風
有
り
。

之
れ
を
要
す
る
に
、
子
長
は
其
の
大
を
得
、
孟
堅
は
其
の
精
を
得
る
に
て
、
皆
な
古
文
の
絶
藝
な
り
。
荊
川
子
の
是
の
編
は
、
自
ら
深
く
班
・

馬
の
髄
を
得
て
、『
漢
書
』
に
於
い
て
尤
も
精
し
と
謂
へ
る
は
、
蓋
し
所
謂
ゆ
る
其
の
竅
を
得
る
者
な
ら
ん
。

昔 

關
中
の
士
人 

嘗
て
作
る
所
を
持
し
、
證
を
陽
明
先
師
に
請
ふ
有
り
。
先
師
謂
ひ
て
曰
は
く
、「
某
篇
は
「
繫
辭
」
に
似
、
某
篇
は
「
周
誥
」

に
似
、
某
篇
は
「
檀
弓
」
に
似
、
某
篇
は
絶
え
て
「
穀
梁
」
に
似
た
り
」
と
。
其
の
人 

甚
だ
喜
べ
ば
、
因
り
て
之
れ
を
諭
し
て
曰
は
く
、「
十

歳
の
童
子 

老
人
の
相
を
作
し
て
、
杖
を
挂
け
履
を
曳
き
、
咳
唾
傴
僂
な
る
は
、
儼
然
と
し
て
似
ざ
る
に
非
ず
。
而
る
に
見
る
者 

之
れ
を
笑
ふ
。

何
と
な
れ
ば
、
其
の 

真
の
老
人
に
非
ざ
る
を
以
て
な
り
。
苟も
使
し
童
子 
衿
を
飭
へ
履
を
肅
へ
、
拱
立
し
て
以
て
其
の
間
に
介
す
れ
ば
、
人 

自
お
の
づ
か

ら

竦
然
た
り
て
、
敢
へ
て
幼
を
以
て
之
れ
を
忽
せ
に
せ
ず
。
何
と
な
れ
ば
、
其
の 

真
の
童
子
な
る
を
以
て
な
り
」
と
。
嘗
て
以
て
荊
川
子
に
語

れ
ば
、
荊
川 

深
く
之
れ
を
頜
し
、
以
て
文
を
作
る
者
の
法
と
為
す
可
し
と
謂
ふ
。
且
つ
夫
れ
天
下
の
萬
事
、
未
だ
虚
明
竅
中
よ
り
出
で
ず
し

て
能
く
其
の
精
を
得
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
因
り
て
聞
く
所
を
述
べ
て
、
之
れ
が
為
に
其
の
端
に
序
す
。
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【
現
代
語
訳
】　

か
つ
て
次
の
よ
う
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
古
文
と
時
文
は
、
そ
の
体
裁
の
違
い
は
非
常
に
大
き
い
よ
う
に
見
え
て
も
、
実
際
そ
の
両
者
間

に
存
す
る
相
異
の
お
お
も
と
は
、
す
こ
し
も
離
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
要
は
、
す
べ
て
混
じ
り
気
の
な
い
心
か
ら
発
現
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
高
明
な
人
で
な
け
れ
ば
見
分
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
韓
愈
は
曰
う
の
で
あ
る
、「
そ
の
内
容
を
先
生
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
表
現
を
先
生
と
す
る
の
で
は
な
い
」
と
。
私
は
こ
の
言
葉
に
感
じ
入
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
文
章
を
読
む
者
が
そ
の
作
者
の
意
図
を
よ
く
理
解

し
て
、
虚
に
よ
っ
て
実
を
比
較
検
討
し
、（
文
章
構
成
上
）
遠
回
し
に
述
べ
た
り
抑
揚
を
つ
け
る
と
い
っ
た
変
化
の
実
態
を
保
持
し
て
い
れ
ば
、

時
文
も
（
文
章
の
素
晴
ら
し
さ
に
か
け
て
は
）
古
文
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
つ
か
ま
ず
に
、
た
だ
い
た
ず
ら
に
表
現
に
の
み
こ
だ

わ
り
、
一
句
一
句
に
つ
い
て
彫
琢
を
こ
ら
し
、
一
字
一
字
に
つ
い
て
比
べ
、
模
倣
し
て
実
情
を
つ
か
み
取
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
、
あ
た
か
も
俳

優
が
孫
叔
敖
の
所
作
を
学
ぶ
よ
う
な
も
の
で
、
高
明
な
者
に
大
笑
い
さ
れ
て
も
仕
方
な
い
。

私
の
友
人
で
あ
る
荊
川
さ
ん
は
、
か
つ
て
『
史
記
』・『
漢
書
』
を
読
ん
だ
折
、
そ
の
文
章
の
体
裁
の
内
、
精
密
で
あ
り
な
が
ら
変
格
で
あ
る

数
十
篇
を
選
び
、
評
語
を
加
え
つ
つ
校
訂
し
、
点
を
つ
け
線
を
引
く
こ
と
に
よ
り
、
文
章
表
現
の
模
範
た
る
こ
と
を
示
し
た
。
い
っ
た
い
子
長

が
『
国
語
』・『
左
伝
』
を
参
考
に
し
、
孟
堅
が
『
史
記
』
を
参
考
に
し
た
こ
と
は
、
い
か
に
も
そ
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
の

文
が
ど
ち
ら
も
独
自
の
風
格
を
も
ち
、
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
な
か
っ
た
の
は
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
内
容
を
先
生
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
子

長
の
文
は
雄
大
で
伸
び
や
か
で
あ
り
、
孟
堅
の
文
は
素
直
で
整
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
軍
事
の
こ
と
に
比
べ
て
み
る
と
、
子
長
の
文
は
、
老

将
が
軍
隊
を
自
由
で
思
う
が
ま
ま
に
動
か
す
よ
う
に
、
一
見
制
御
で
き
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
自
然
と
規
範
に
あ
た
っ
て
い
る
。
孟
堅

の
文
は
（
用
兵
に
お
け
る
）
遊
兵
と
奇
兵
の
配
置
の
仕
方
ま
で
も
が
、
ぴ
っ
た
り
規
範
に
合
致
し
て
い
な
が
ら
も
、
そ
の
配
置
の
仕
方
に
は
余
裕

が
あ
り
、
緻
密
で
あ
り
な
が
ら
煩
わ
し
く
な
く
、
統
制
が
と
れ
て
い
な
が
ら
息
苦
し
く
な
く
、
儒
将
の
趣
が
あ
る
と
い
え
る
。
要
す
る
に
、
子
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長
は
そ
の
壮
大
な
も
の
を
体
得
し
、
孟
堅
は
そ
の
精
粹
な
も
の
を
体
得
し
た
の
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
古
文
の
最
高
傑
作
で
あ
る
。
荊
川
さ
ん

は
こ
の
編
に
つ
い
て
、
深
く
班
固
・
司
馬
遷
の
核
心
を
得
て
、『
漢
書
』
に
は
特
に
精
通
し
得
た
と
自
分
で
思
え
る
の
は
、
さ
き
ほ
ど
述
べ
た

（
混
じ
り
気
の
な
い
）
心
を
得
た
者
だ
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

昔
、
関
中
の
士
人
が
み
ず
か
ら
作
っ
た
文
章
を
持
っ
て
き
て
、
そ
れ
に
対
す
る
評
価
を
陽
明
先
師
に
請
う
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
先
師
は
、「
そ

の
篇
は
「
繋
辞
」
の
文
に
似
て
お
り
、
そ
の
篇
は
「
周
誥
」
に
似
て
お
り
、
そ
の
篇
は
「
檀
弓
」
に
似
て
お
り
、
そ
の
篇
は
ま
る
で
「
穀
梁
」

の
よ
う
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。（
す
る
と
）
そ
の
人
が
あ
ま
り
に
喜
ぶ
の
で
、
諭
し
て
曰
う
に
は
、「
十
歳
の
童
子
が
老
人
の
身
な
り
を
し
て
、

杖
を
か
け
て
（
？
）
履
を
ひ
き
ず
り
、
せ
き
を
し
た
り
痰
を
吐
い
た
り
、
腰
を
曲
げ
る
さ
ま
は
、
ま
る
で
実
物
そ
っ
く
り
で
似
て
い
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
し
か
し
見
る
者
は
そ
う
し
た
姿
を
笑
う
も
の
だ
。
ど
う
し
て
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
本
当
の
老
人
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し

童
子
が
衿
を
正
し
履
き
物
を
し
っ
か
り
履
き
、
拱
立
し
て
そ
の
間
に
立
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
見
る
人
は
自
然
と
畏
敬
の
念
を
覚
え
て
、
幼
い

か
ら
と
い
っ
て
ぞ
ん
ざ
い
な
扱
い
は
し
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
こ
そ
が
真
の
童
子
の
姿
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
。
こ
の
こ
と
を
か
つ
て

荊
川
さ
ん
に
語
っ
た
際
、
荊
川
は
深
く
頷
き
、
文
を
作
る
者
に
と
っ
て
の
箴
言
と
す
べ
き
だ
と
述
べ
た
。
な
お
か
つ
、
天
下
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と

で
あ
っ
て
も
、
混
じ
り
気
の
な
い
心
に
基
づ
か
ず
に
物
事
の
精
粹
を
得
る
こ
と
の
で
き
た
た
め
し
は
な
い
。
そ
こ
で
聞
い
た
こ
と
を
述
べ
て
、

荊
川
の
た
め
に
篇
の
端
に
序
文
を
書
き
つ
け
る
こ
と
に
す
る
。

　【
語
釈
】　

①
精
選
史
記
漢
書
…
唐
荊
川
撰
。
北
京
・
国
家
図
書
館
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
に
は
、
万
暦
十
二
年
重
刻
本
の
『
精
選
史
記
』
十
二
巻
、

『
精
選
漢
書
』
六
巻
が
所
蔵
さ
れ
る
が
、
重
刻
本
に
は
王
畿
の
序
文
は
収
め
ら
れ
ず
、
毛
在
の
「
重
刻
唐
荊
川
精
選
史
記
漢
書
序
」
が
収
め
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ら
れ
る
。
日
本
・
国
立
公
文
書
館
に
は
『
荊
川
先
生
精
選
批
点
史
記
』
四
冊
が
所
蔵
さ
れ
、
こ
ち
ら
に
は
王
畿
の
原
序
が
収
め
ら
れ
る
。

②
古
文
之
與
時
文
…
「
古
文
」
は
漢
以
前
の
文
章
の
こ
と
。
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
流
行
し
た
美
文
で
あ
る
四
・
六
駢
麗
文
に
対
し
て
言
う
。
唐

代
の
韓
愈
や
柳
宗
元
ら
は
、
当
時
通
行
し
て
い
た
駢
麗
体
に
よ
る
文
章
か
ら
漢
以
前
の
古
文
体
に
も
ど
る
べ
き
こ
と
を
説
い
た
。
明
代
に
お

い
て
は
、
李
夢
陽
ら
「
古
文
辞
派
」
が
秦
漢
の
文
章
を
尊
重
し
た
の
に
対
し
、
唐
順
之
や
王
慎
中
ら
い
わ
ゆ
る
唐
宋
派
は
、
唐
宋
に
お
け
る

古
文
復
興
者
の
文
章
を
も
尊
重
し
た
。「
時
文
」
は
、
科
挙
試
験
の
回
答
に
用
い
ら
れ
る
文
体
。
明
・
清
の
時
代
で
は
「
八
股
文
」
が
そ
れ

に
あ
た
り
、
対
句
に
よ
っ
て
四
書
五
経
の
意
味
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
。

③
虚
明
…
心
に
な
ん
ら
混
じ
り
気
が
な
い
こ
と
を
形
容
す
る
語
。
王
畿
が
頻
繁
に
用
い
る
語
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
留
都
會
紀
」
に
、「
孟
子

願
學
孔
子
、
提
出
良
知
示
人
、
又
以
夜
氣
虛
明
發
明
宗
要
、
只
此
一
點
虛
明
便
是
入
聖
之
機
、
時
時
保
任
此
一
點
虛
明
、
不
為
旦
晝
牿
亡
、

便
是
致
知
」
と
あ
り
、
ま
た
「
苟
情
存
養
生
一
念
、
志
便
有
礙
、
便
不
神
。
子
能
打
破
此
一
關
、
胸
次
便
自
虛
明
、
氣
象
便
是
廣
大
、
一
體

靄
然
、
動
與
天
游
、
方
是
久
大
之
德
業
也
」
と
あ
る
。
な
お
、
王
畿
に
は
「
作
文
」
の
要
諦
を
述
べ
た
語
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

龍
溪
謂
遵
巖
曰
、「
古
人
作
文
全
在
用
虚
、
古
今
好
文
字
足
以
有
傳
、
未
有
不
從
圓
明
一
竅
中
發
者
。
行
乎
所
當
行
、
止
乎
不
得
不
止
、

一
毫
意
見
不
得
而
増
減
焉
。
只
此
是
作
文
之
法
、
只
此
是
學
」（『
龍
溪
王
先
生
會
語
』
巻
二
「
三
山
麗
澤
録
」）。

④
師
其
意
、
不
師
其
辭
…
唐
の
韓
愈
の
言
葉
。「
答
劉
正
夫
書
」
に
、「
有
來
問
者
、
不
敢
不
以
誠
答
。
或
問
、「
爲
文
宜
何
師
」。
必
謹
對
曰
、「
宜

師
古
聖
賢
人
」。
曰
、「
古
聖
賢
人
所
爲
書
具
存
、
辭
皆
不
同
。
宜
何
師
」。
必
謹
對
曰
、「
師
其
意
、
不
師
其
辭
」」
と
あ
る
。

⑤
不
失
其
用
虚
稽
實
、
紆
徐
縱
閉
變
化
之
態
、
時
文
猶
古
文
也
…
は
じ
め
の
二
句
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。「
虚
」・「
實
」「
紆
徐
」「
縱
閉
」
な

ど
の
術
語
は
、
科
挙
の
答
案
試
験
を
射
程
に
含
む
文
論
に
見
え
る
。
な
お
当
該
句
に
近
い
表
現
と
し
て
、『
龍
谿
王
先
生
全
集
』
巻
八
「
天

心
題
壁
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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凡
讀
書
在
得
其
精
華
。
不
以
記
誦
爲
工
、
師
其
意
、
不
師
其
辭
、
乃
是
作
文
要
法
。
古
人
作
文
、
全
在
用
虚
。
紆
徐
操
縦
、
開
闔
變
化
、

皆
従
虚
生
。
行
乎
所
當
行
、
止
乎
所
不
得
不
止
、
此
是
天
然
節
奏
、
古
文
時
文
皆
然
。

「
虚
」・「
實
」
の
と
り
わ
け
「
虚
」
に
つ
い
て
は
、
序
文
前
文
に
見
え
る
「
虚
明
」
の
語
を
踏
ま
え
て
、「
虚
」
な
る
あ
り
か
た
に
よ
っ
て
内

容
面
の
「
實
」
を
考
え
る
こ
と
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、こ
の
ほ
か
に
安
贊
淳
『
明
代
理
學
家
文
學
理
論
研
究
』（
万
巻
楼
、二
〇
一
六
年
）

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
虚
字
（
助
字
）
と
実
字
の
用
字
法
を
指
す
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
紆
徐
」
は
お
そ
ら
く
文
章
構
成
が
婉
曲

で
あ
る
こ
と
、
展
開
が
直
線
的
で
な
い
こ
と
。「
縱
閉
」
は
、
右
に
引
用
し
た
王
畿
の
「
天
心
題
壁
」
で
言
う
「
開
闔
」
に
相
当
す
る
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
文
論
に
お
け
る
「
開
闔
」
の
語
は
し
ば
し
ば
「
抑
揚
」
の
語
を
伴
う
こ
と
か
ら
（
た
と
え
ば
王
慎
中
「
義
則
序
」）、

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
文
章
上
の
抑
揚
や
強
弱
、
句
づ
く
り
の
長
短
な
ど
の
こ
と
か
。「
縱
閉
」
と
い
う
表
現
は
、『
漢
書
』

董
仲
舒
伝
に
、「
仲
舒
治
國
、
以
春
秋
災
異
之
變
、
推
陰
陽
所
以
錯
行
。
故
求
雨
、
閉
諸
陽
、
縱
諸
陰
、
其
止
雨
反
是
。
行
之
一
國
、
未
嘗

不
得
所
欲
」
と
あ
り
、
董
仲
舒
『
春
秋
繁
露
』
の
「
求
雨
」
篇
に
は
「
開
陰
閉
陽
」、「
止
雨
」
篇
に
は
「
開
陽
而
閉
陰
」
と
あ
る
。

⑥
優
人
之
學
孫
叔
敖
…
『
史
記
』
滑
稽
伝
に
記
さ
れ
る
春
秋
戦
国
時
代
の
楚
の
令
尹
・
孫
叔
敖
と
、
同
じ
く
楚
人
で
藝
人
の
優
孟
と
の
逸
話
を

踏
ま
え
る
。
い
わ
ゆ
る
「
優
孟
衣
冠
」
で
あ
り
、
外
見
は
似
て
い
て
も
実
態
は
異
な
る
こ
と
の
た
と
え
。

⑦
子
長
法
『
國
語
』・『
左
傳
』、
孟
堅
法
『
史
記
』
…
「
子
長
」
は
、『
史
記
』
を
著
し
た
司
馬
遷
の
字
。
司
馬
遷
の
『
史
記
』
が
『
國
語
』
と

『
左
傳
』
と
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
、『
漢
書
』
司
馬
遷
傳
の
賛
に
「
司
馬
遷
據
『
左
氏
』・『
國
語
』」
と
あ
る
。「
孟
堅
」
は
、『
漢
書
』

を
著
し
た
班
固
の
字
。

⑧
子
長
之
文
博
而
肆
〜
皆
古
文
絶
藝
也
…
明
代
の
凌
稚
隆
『
史
記
評
林
』「
読
史
総
評
」
中
に
引
く
そ
の
父
・
凌
約
言
の
言
葉
に
、「
子
長
之
文

豪
、
如
老
將
用
兵
、
縱
騁
不
可
羈
、
而
自
中
于
律
。
孟
堅
之
文
整
、
方
之
武
事
、
其
遊
奇
布
置
、
不
爽
尺
寸
、
而
部
勒
雍
容
可
觀
、
有
儒
将
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之
風
焉
。
雖
諸
家
機
軸
變
幻
不
同
、然
要
皆
古
文
絶
技
也
」（『
凌
藻
泉
史
記
評
抄
』
？
）
と
あ
っ
て
、王
畿
の
言
葉
に
非
常
に
類
似
す
る
。
な
お
、

凌
約
言
に
は
ほ
か
に
も
司
馬
遷
と
班
固
の
文
章
を
将
軍
に
な
ぞ
ら
え
る
言
葉
が
あ
る
。『
漢
書
評
林
』
に
引
用
さ
れ
る
「
班
馬
両
家
、
古
今

絶
筆
、
譬
之
名
將
、
子
長
之
才
、
豪
而
不
羈
、
李
廣
之
射
騎
也
。
孟
堅
之
才
、
贍
而
有
體
、
程
不
識
之
部
伍
也
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

⑨
「
某
篇
似
『
繫
辭
』
〜
某
篇
絶
似
『
穀
梁
』」
…
「
繫
辭
」
は
『
易
經
』
の
中
の
一
篇
。「
周
誥
」
は
『
書
經
』
中
の
一
篇
。「
檀
弓
」
は
『
禮

記
』
中
の
一
篇
。「
穀
梁
」
は
春
秋
三
伝
の
中
の
一
つ
で
あ
る
『
春
秋
穀
梁
傳
』
を
指
す
。
な
お
、
国
立
公
文
書
館
蔵
『
荊
川
先
生
精
選
批

点
史
記
』
で
は
、
王
畿
序
文
中
の
「
穀
梁
」
を
「
公
穀
」
に
作
っ
て
お
り
、
そ
の
場
合
は
『
穀
梁
傳
』
の
ほ
か
、
同
じ
く
春
秋
三
伝
の
一
つ

で
あ
る
『
春
秋
公
羊
傳
』
を
も
指
す
。

（
二
松
学
舎
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
　
山
路
　
裕
）




